
船舶事故調査報告書 

令和３年６月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 同乗者負傷 

発生日時 令和２年８月２日 １７時３５分ごろ 

発生場所 岡山県倉敷市上水島東方沖 

水島港西１号防波堤灯台から真方位２１８°１,０００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２７.７′ 東経１３３°４３.６′） 

事故の概要  プレジャーボート O S A
オーエスエー

Ⅱは、航行中、同乗者が落水して負傷し

た。 

事故調査の経過 令和２年８月１７日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート OSAⅡ、２.６トン 

２７１－３９５８２岡山、山下工業株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊 

同乗者Ａ 

同乗者Ｂ 

 負傷者 重傷 １人（同乗者Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風速 約２.４m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者Ａ及び同乗者Ｂほか５人を

乗せ、同乗者Ｂに操船させて倉敷市玉島の定係地に向けて帰航中、同

乗者Ｂが、同乗者Ａの用足しの目的で本船を漂泊させ、主機のクラッ

チを後進運転とした際、船体動揺で同乗者Ａが落水してプロペラが同

乗者Ａの右大腿部に接触した。 

同乗者Ａは、本船が定係地に入航後、救急車により病院へ搬送され

た。 

分析 

 

本船は、漂泊中、主機のクラッチを後進運転とした際、船体が動揺

して同乗者Ａが落水し、本船のプロペラが同乗者Ａの右大腿部に接触

したことにより負傷したものと考えられるが、関係者から情報が得ら

れず、その状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が漂泊中、主機のクラッチを後進運転とした際、船

体動揺で同乗者Ａが落水し、本船のプロペラが同乗者Ａの右大腿部に

接触したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・操船者は、漂泊中に機関を使用する際、乗船者の状況を確認し、

乗船者が立っている時など、不安定な場合は機関を使用しない、



または、機関を使用することを伝え、手すりなどにつかまっても

らうこと。 

 


